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は 

じ 

め 

に

　

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
越
前
市
野
岡
（
旧
今
立
町
）
に
所
在
す
る
増
円

山
願
教
寺
（
現
在
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
の
過
去
帳
に
写
さ
れ
た
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
八
月
付
の
「
野
岡
願
教
寺
古
喚
鐘
改
鋳
ニ
付
願
書
写
」
で
あ
る（

１
）。

当
寺
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
か
ら
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
ま
で
当
地
に
陣

屋
を
置
い
た
野
岡
藩
主
土
岐
伊
豫
守
頼よ

り

殷た
か

の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在
住

職
は
土ど

岐き

姓
を
名
乗
る（

２
）。

　

本
史
料
は
『
福
井
県
史
』
や
『
今
立
町
史
』
等
の
自
治
体
史
や
資
料
集
で
こ

れ
ま
で
一
度
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
新
出
史
料
で
あ
る
。
本
史
料
を
掲
載

す
る
過
去
帳
は
写
真
２
の
と
お
り
竪
帳
の
形
態
を
と
り
、
現
在
、
願
教
寺
の
所

蔵
す
る
過
去
帳
で
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
―
八
一
）
か

ら
明
治
初
年
の
檀
家
に
つ
い
て
法
名
・
死
亡
年
月
日
・
俗
名
等
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
本
過
去
帳
の
表
紙
に
は
「
是
ニ
ハ
明
治
元
ヨ
リ
前
延
宝
年
中
ニ

迄
デ
在
マ
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
は
じ
め
に
「
当
寺
住
職
命
日
記
」
と
し
て
歴
代
住
職
に
関
す
る
記
述

野
岡
藩
主 

土
岐
頼
殷
に
ま
つ
わ
る
伝
説　
―
「
野
岡
願
教
寺
古
喚
鐘
改
鋳
ニ
付
願
書
写
」
の
紹
介
―

石　

川　

美　

咲

写真１　願教寺本堂

写真２　願教寺過去帳
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野
岡
藩
主 

土
岐
頼
殷
に
ま
つ
わ
る
伝
説

が
一
丁
表
か
ら
三
丁
表
ま
で
続
く
。
そ
し
て
四
丁
表
に
写
さ
れ
て
い
る
の
が
本

史
料
で
あ
る
。
本
史
料
が
写
さ
れ
た
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
大
正
七
年
」

に
貼
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
付
箋
が
付
属
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
写
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
翻
刻
文
と
現
代
語
訳
を
掲
げ
る
。

　
　
　

一　

野
岡
願
教
寺
古
喚
鐘
改
鋳
ニ
付
願
書
写

（
一
）
翻
刻
文

　
　
　
　
　

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
喚
鐘
壱
本　
　
　

但　
　
　

壱
尺
九
寸

（
付
箋
）「
宝
永
八
年
ハ
二
百
九
年
前　

大
正
八
年
戌
」

右
者
拙
寺
先
祖
天
長
坊
義
、
往
古
者
禅
派
ニ
而
清
水
山
増
圓
寺
と
称
し
、
土

岐
伊
豫
守
殿
菩
提
所
ニ
御
座
候
処
、
宝
永
八
年
二
月
十
四
日
行
司
嶽
ゟ
大
雪

頽
シ
罷
出
、
伊
豫
守
殿
屋
形
并
拙
寺
堂
舎
・
鐘
楼
等
ニ
至
迄
不
残
滅
却
仕
り
、

其
後
伊
豫
守
殿
国
替
被
仰
付
候
ニ
付
、
大
檀
越
之
土
岐
御
家
右
躰
之
成
行
ニ

相
成
り
候
上
者
、
拙
寺
先
祖
天
長
坊
本
堂
再
造
之
手
段
も
絶
果
、
漸
小
庵
取

繕
ひ
罷
居
り
候
節
、
本
願
寺
寂
如
上
人
江
致
帰
依
改
派
仕
り
、
法
名
并
寺
号

御
改
願
教
寺
是
心
と
蒙
御
免
、
夫
ゟ
旧
来
之
以
寺
号
山
号
と
仕
り
増
圓
山
と

称
し
来
り
候
、其
砌
り
当
庄
用
ニ
小
形
成
壱
尺
八
寸
之
喚
鐘
相
用
居
候
へ
共
、

只
今
ニ
至
り
而
ハ
、
年
暦
相
隔
り
候
而
、
及
破
損
鳴
失
仕
り
、
隣
村
へ
も
響

き
兼
非
当

〔
常
ヵ
〕急

変
之
節
、
尚
又
法
用
毎
ニ
甚
ダ
指
支
迷
惑
仕
り
候
、
何
卒
今
般

右
在
来
之
古
鐘
ニ
足
金
仕
リ
、
書
面
之
寸
法
ニ
鋳
直
シ
奉
願
上
度
候
、
格
別

之
御
憐
愍
之
上
、
御
許
容
被
下
度
段
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
リ
被

仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
生
々
世
々
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上
、

　
　

弘
化
二
乙
巳
年
八
月　

日　
　
　
　
　

願
教
寺 

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所　
　

檀
家
惣
代　

善
右
衛
門 

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
百
姓　

源
七 

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

市
兵
衛 

印

（
付
箋
）「
七
十
五
年
前　

大
正
八
年
」

（
二
）
現
代
語
訳

　
　
　
　
　

恐
れ
な
が
ら
書
付
け
を
も
っ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
喚
鐘
（
＝
小
形
の
梵
鐘
）
一
本　
　
　

但
し　
　
　

一
尺
九
寸

（
付
箋
）「
宝
永
八
年
は
二
百
九
年
前　

大
正
八
年
戌
」

右
（
の
鐘
に
つ
い
て
）
は
、
拙
寺
の
先
祖
で
あ
る
天
長
坊
の
こ
と
、
往
古
は

禅
宗
に
て
清
水
山
増
圓
寺
と
称
し
、
土
岐
伊
豫
守
殿
の
菩
提
所
に
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
宝
永
八
年
二
月
十
四
日
行
司
嶽
よ
り
大
雪
崩
し
が
発
生
し
、
伊
豫

守
殿
の
館
な
ら
び
に
拙
寺
堂
舎
・
鐘
楼
な
ど
に
い
た
る
ま
で
残
ら
ず
（
雪
崩

が
）
滅
却
し
、
そ
の
後
、
伊
豫
守
殿
は
国
替
え
を
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
の

に
つ
き
、
大
檀
越
の
土
岐
御
家
が
右
の
よ
う
な
な
り
ゆ
き
に
な
り
ま
し
た
上

は
、
拙
寺
の
先
祖
で
あ
る
天
長
坊
は
本
堂
再
造
の
手
段
も
絶
え
果
て
、
暫
ら

く
小
庵
を
取
り
繕
っ
て
（
そ
こ
に
）
居
り
ま
し
た
時
節
に
、
本
願
寺
寂
如
上

人
へ
帰
依
い
た
し
、
改
派
し
、
法
名
な
ら
び
に
寺
号
を
願
教
寺
是
心
と
お
改

め
、
ご
許
可
を
こ
う
む
り
ま
し
た
（
＝
い
た
だ
き
ま
し
た
）。
そ
れ
よ
り
旧

来
の
寺
号
を
も
っ
て
山
号
と
し
増
圓
山
と
称
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
み
ぎ
り
、

当
庄
用
に
小
形
成
で
一
尺
八
寸
の
喚
鐘
を
用
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
た
だ
い

ま
に
至
っ
て
は
、（
そ
の
時
と
い
ま
で
は
）
年
暦
が
隔
た
っ
て
い
ま
し
て
、
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破
損
お
よ
び
よ
く
鳴
ら
な
く
な
っ
て
い
て
、
非
常
急
変
の
際
に
は
（
＝
鐘
を

突
い
て
急
変
を
知
ら
せ
る
際
に
は
）
隣
村
へ
も
響
き
兼
ね
ず
（
＝
響
か
ず
）、

な
お
ま
た
法
用
の
た
び
に
甚
だ
差
し
障
り
、
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ

今
般
、
右
の
在
来
の
古
鐘
に
足
し
金
を
し
て
、
書
面
の
寸
法
に
鋳
直
す
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
格
別
の
ご
憐
愍
の
上
、
ご
許
容
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
右
の
願
い
の
と
お
り
仰
せ
付
け
く
だ
さ
い
ま
す

な
ら
ば
、
生
々
世
々
あ
り
が
た
き
幸
せ
に
存
じ
ま
す
。
以
上
。

　
　

弘（
一
八
四
五
）

化
二
乙
巳
年
八
月　

日　
　
　
　
　

願
教
寺 

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所　
　

檀
家
惣
代　

善
右
衛
門 

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
百
姓　

源
七 

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

市
兵
衛 

印

　

（
付
箋
）「
七
十
五
年
前　

大
正
八
年
」

　
　
　

二　

考
察

　

本
史
料
の
内
容
か
ら
次
の
二
点
に
つ
い
て
若
干
の
史
料
批
判
を
加
え
た
い
。

第
一
に
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
二
月
十
四
日
の
大
雪
で
野
岡
陣
屋
お
よ
び
増

円
寺
（
願
教
寺
の
前
身
）
が
被
災
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
。
管
見
の
限
り
、

確
か
な
史
料
で
こ
の
年
の
野
岡
周
辺
で
の
雪
害
の
記
録
は
見
出
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
土
岐
頼
殷
の
駿
河
田
中
領
へ
の
国
替
が
翌
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
本
史
料
の
当
該
箇
所
（
其
後
伊
豫
守
殿
国

替
被
仰
付
候
）
の
整
合
性
は
あ
る
。

　

ま
た
一
次
史
料
で
は
な
い
が
、
野
岡
地
区
の
伝
承
・
伝
説
に
は
次
の
も
の
が

あ
る
。『
今
立
郡
神
社
誌
』（
福
井
県
神
職
会
今
立
郡
支
部
編
、
一
九
一
九
年
）

の
野
岡
白
山
神
社
の
項
で
は
同
社
に
ま
つ
わ
る
「
口
碑
伝
説
」
と
し
て
次
の
こ

と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
少
々
長
文
で
あ
る
が
こ
こ
に
引
用
し
た
い
。

　

［
関
連
史
料
１
］

　
　

（
前
略
）

往
昔
土
岐
伊
豫
守
と
称
せ
し
人
越
後
国
よ
り
当
村
に
移
住
し
随
従
の
宗
徒

多
く
頗
る
繁
栄
を
極
め
た
る
こ
と
あ
り
き
伊
豫
守
は
加
賀
国
石
川
郡
河
内

村
字
三
宮
な
る
白
山
比
洋
神
社
の
御
分
霊
を
奉
じ
来
り
て
当
村
字
宮
ヶ
谷

と
称
す
る
所
に
一
社
を
創
建
し
鎮
守
と
し
て
厚
く
崇
敬
祭
祀
せ
ら
れ
た
り

こ
れ
即
ち
当
社
に
し
て
其
後
一
年
大
雪
あ
り
丈
除
の
積
雪
雨
水
を
含
み
重

量
に
堪
へ
ず
人
家
圧
潰
せ
ら
る
ゝ
も
の
数
を
知
ら
ず
伊
豫
守
の
館
邸
及
当

社
も
又
其
の
災
害
に
罹
り
且
つ
伊
豫
守
は
為
め
に
大
負
傷
を
受
け
漸
く
近

侍
の
者
の
救
護
に
依
り
生
命
を
全
ふ
す
る
こ
と
を
得
た
り
け
れ
ば
恐
れ
て

再
び
越
後
に
帰
住
せ
り
依
て
村
民
等
相
議
り
て
社
殿
を
現
在
地
に
移
し
爾

後
氏
神
と
し
て
崇
敬
し
来
れ
り
と
云
ふ
今
尚
ほ
村
内
に
伊
豫
守
当
寺
の
陣

屋
及
び
馬
場
跡
を
存
せ
り

　
　

（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
土
岐
頼
殷
は
「
越
後
国
よ
り
当
村
に
移
住
し
」
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
頼
殷
は
野
岡
藩
以
前
は
出
羽
上
山
藩
で
あ
り
、
越
後
国
に
は

所
領
を
有
し
て
い
な
い
。
初
代
鯖
江
藩
主
間
部
詮
言
が
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

に
越
後
村
上
藩
か
ら
同
藩
へ
移
封
と
な
り
、
こ
れ
以
降
明
治
維
新
ま
で
野
岡
村

は
鯖
江
藩
領
で
あ
っ
た
た
め
、
間
部
氏
の
情
報
と
混
同
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
に
種
々
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
右
の
「
口
碑
伝
説
」
は



63

石
川　

野
岡
藩
主 

土
岐
頼
殷
に
ま
つ
わ
る
伝
説

野
岡
の
人
々
の
間
で
土
岐
頼
殷
が
野
岡
藩
主
を
つ
と
め
て
い
た
頃
の
出
来
事
と

し
て
雪
害
が
大
正
年
間
に
至
る
ま
で
記
憶
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
興
味
深

い
。

　

第
二
に
願
教
寺
の
喚
鐘
に
つ
い
て
。
十
八
世
紀
前
半
の
願
教
寺
に
つ
い
て
、

『
鯖
江
藩
寺
社
改
帳
』
に
記
載
が
あ
る（
３
）。
同
書
は
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
鯖

江
藩
領
の
村
々
か
ら
提
出
さ
れ
た
村
の
寺
社
の
詳
細
を
、
鯖
江
藩
士
小
池
丈
左

衛
門
が
筆
者
・
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
野
岡
村
の
項
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

［
関
連
史
料
２
］

　
　
　

（
前
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同（
今
立
郡
）郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
岡
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
土
真
宗
福
居
本
覚
寺
末
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
願
教
寺

　
　
　

一
開
基
開
山
等
不
知

　
　
　

一
本
尊
阿
弥
陀
木
仏　

長
壱
尺
弐
寸

　
　
　

一
寺　

四
間
二
五
間　
　

境
内
弐
畝
歩　

百
姓
除

　
　
　
　
　
　

人
数
三
人
僧女

壱
人
弐
人

　
　
　

一
畑　

弐
畝
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　
　

一
山　

弐
ヶ
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　
　

以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
教
寺　

印

　
　
　

△
一
薬
師
宮　

弐
間
・
三
間　
　
　
　
　

氏
子
持

　
　
　
　
　
　
　
　

社
地
壱
畝
歩　

百
姓
除

　
　
　
　
　
　
　
　

祭
礼
八
月
十
四
日　

当
村
氏
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
左
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸
兵
衛　

印

　
　

（
後
略
）

　

享
保
六
年
の
段
階
で
寺
号
は
「
願
教
寺
」
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
「
開
基
開
山
」
は
「
不
知
」
と
あ
り
、
喚
鐘
や
鐘
楼
に

関
し
て
の
記
述
は
な
い
。
村
内
の
寺
社
と
し
て
は
願
教
寺
の
他
に
「
薬
師
宮
」

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
社
は
野
岡
白
山
神
社
の
前
身
か
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
づ
い
て
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
作
成
さ
れ
た
『
今
立
郡　

寺
院
台
帳
』（
福

井
県
立
図
書
館
蔵
）
の
願
教
寺
の
項
で
は
、
境
内
の
建
物
と
し
て
本
堂
、
庫
裡
、

鐘
楼
、
廊
下
の
四
つ
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
鐘
楼
の
詳
細
は
「
木
造
瓦
葺

平
屋
建　

二
．
二
五
坪
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
ど
の
よ
う
な
鐘
が
掛
か
っ
て
い
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
弘
化
二
年
に
喚
鐘
が
鋳
直
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

『
今
立
郡　

寺
院
台
帳
』
の
作
成
時
に
は
そ
の
喚
鐘
が
鐘
楼
に
掛
け
ら
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
『
福
井
県
の
伝
説
』（
河
合
千
秋
編
、
一
九
三
六
年
）
に
は
今
立
郡

南
中
津
山
に
伝
わ
る
「
七
岩
」
の
伝
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

４
）。

同
地
区
の
七
つ

の
岩
に
ま
つ
わ
る
伝
説
で
あ
る
が
、
そ
の
内
の
「
２
割
岩
」
と
「
６
鐘
岩
」
の

記
述
を
以
下
に
引
用
す
る
。
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
二
巻
一
号

　

［
関
連
史
料
３
］

２
割
岩　

昔
土
岐
伊
豫
守
が
亡
び
る
時
に
、
其
の
姫
が
割
岩
ヶ
淵
に
身
を

沈
め
其
の
魂
魄
は
龍
蛇
と
な
り
、
終
日
身
の
中
央
叟
尾
を
見
せ
た
こ
と
が

無
い
と
い
ふ
。
明
治
二
十
九
年
八
月
中
山
道
路
を
県
道
に
改
修
し
た
時
、

此
の
岩
を
壊
し
て
除
い
た
の
で
、
此
の
日
か
ら
大
雨
が
降
続
い
て
、
増
水

十
三
尺
の
大
洪
水
と
な
つ
て
大
損
害
を
与
へ
た
。
よ
つ
て
此
の
岩
片
を
氏

神
境
内
に
納
め
て
土
岐
厳
龍
神
と
し
て
祀
つ
た
。
今
も
尚
境
内
に
あ
る
と

い
ふ
。

　

［
関
連
史
料
４
］

６
鐘
岩　

字
寺
谷
に
あ
る
。
昔
土
岐
氏
が
亡
ん
だ
時
、
土
岐
伊
豫
守
の
菩

提
寺
の
鐘
も
龍
鬼
に
捕
は
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
其
の
鐘
を
土
中
に
埋
め
此

の
上
に
立
て
た
岩
で
あ
る
。

　

野
岡
藩
土
岐
氏
は
野
岡
か
ら
駿
河
田
中
藩
へ
移
封
後
、
さ
ら
に
上
野
沼
田
藩

に
移
封
と
な
り
明
治
維
新
を
迎
え
、
現
在
に
至
る
ま
で
家
は
継
続
し
て
い
る
の

で
、
土
岐
氏
が
滅
亡
し
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。
し
か
し
、
土
岐
氏
の
国
替
と

雪
崩
の
よ
う
な
自
然
災
害
、
願
教
寺
の
梵
鐘
の
被
害
、
こ
れ
ら
の
話
が
増
幅
さ

れ
て
い
っ
た
末
に
右
の
伝
説
と
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
と
い
え
よ
う
。『
福
井

県
史　

資
料
編
16
下　

条
里
復
原
図
』（
福
井
県
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
す

る
と
、
字
「
割
岩
」
は
野
岡
地
区
内
に
見
出
せ
る
（
地
図
１
）。
字
「
寺
谷
」

に
つ
い
て
は
野
岡
周
辺
で
は
同

図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

お
そ
ら
く
野
岡
白
山
神
社
と
願

教
寺
の
間
の
谷
に
比
定
さ
れ
よ

う
。

　

そ
し
て
現
在
願
教
寺
に
は
、

二
つ
の
梵
鐘
が
存
在
す
る
。
一

つ
は
本
堂
前
の
鐘
楼
に
掛
か
る

「
昭
和
二
十
二
年
」
銘
の
も
の

で
、
も
う
一
つ
は
本
堂
の
軒
に

掛
か
る
「
昭
和
四
十
八
年
」
銘

の
も
の
で
あ
る（
写
真
３
、４
）。

こ
れ
以
前
の
梵
鐘
は
太
平
洋
戦

争
中
に
供
出
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
。

地図１　�願教寺周辺地図（『福井県史　資料編 16 下　
条里復原図』（福井県、一九九二年）から引用し、
これに加筆した。）

写真３（右）　�願教寺梵鐘（「昭和二十二年」銘）と鐘楼
写真４（左）　願教寺梵鐘（「昭和四十八年」銘）
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石
川　

野
岡
藩
主 

土
岐
頼
殷
に
ま
つ
わ
る
伝
説

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　

こ
れ
ま
で
越
前
市
野
岡
地
区
に
伝
わ
る
野
岡
藩
時
代
の
大
雪
と
願
教
寺
の
喚

鐘
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
、
文
字
通
り
伝
説
と
し
て
近
代
の
編
纂
物
で
し
か
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
写
で
は
あ
る
が
地
元
の
史
料
に
明
文
化
さ
れ
た

形
で
、右
の
伝
説
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
稿
の
成
果
で
あ
る
と
思
う
。

　

土
岐
頼
殷
が
野
岡
を
治
め
た
の
は
わ
ず
か
二
十
年
と
、
他
の
領
主
と
比
べ
圧

倒
的
に
短
い
。
し
か
し
本
史
料
「
野
岡
願
教
寺
古
喚
鐘
改
鋳
ニ
付
願
書
写
」
の

記
さ
れ
た
弘
化
二
年
は
頼
殷
の
国
替
か
ら
百
三
十
年
以
上
経
て
い
る
が
、
野
岡

の
人
々
は
頼
殷
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
。
十
九
世
紀
半
ば
に
至
っ
て
な
お
村
の

古
喚
鐘
改
鋳
の
許
可
を
請
う
に
あ
た
っ
て
頼
殷
を
絡
め
た
由
緒
を
語
っ
て
い
る

点
に
、
野
岡
の
人
々
が
土
岐
氏
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ

の
背
景
に
は
土
岐
氏
が
中
世
以
来
の
名
族
で
あ
る
こ
と
と
、
沼
田
藩
主
と
し
て

安
定
し
て
家
が
継
続
し
た
こ
と
が
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
史
料
の
原
本
は
鯖
江
藩
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同

藩
の
公
用
日
記
で
あ
る
『
鯖
江
藩
日
記
』（
鯖
江
市
教
育
委
員
会
蔵
）
の
弘
化

二
年
八
月
お
よ
び
そ
の
前
後
の
記
事
を
探
し
た
が
、
管
見
の
限
り
関
連
す
る
記

述
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
野
岡
の
旧
家
古
川
木
戸
兵
衛
家
文
書

を
精
査
す
れ
ば
何
か
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

付
記

　

今
回
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
土
岐
晃
林
様
（
願
教
寺
ご
住
職
）、
土

岐
昭
光
様
、
井
澤
康
樹
様
は
じ
め
中
部
土
岐
会
の
皆
様
、
資
料
に
つ
い
て
ご
助

言
い
た
だ
い
た
大
河
内
勇
介
様
、長
野
栄
俊
様
、『
南
越
雑
話
』
輪
読
会
の
皆
様
、

野
尻
泰
弘
様
、
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）
史
料
名
は
筆
者
が
付
け
た
。

（
２
） 

本
稿
中
の
野
岡
藩
主
土
岐
頼
殷
の
事
績
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
考
に
し
た
。
①
隼
田

嘉
彦
「
越
前
に
お
け
る
大
坂
城
代
土
岐
頼
殷
の
所
領
に
つ
い
て
」（『
福
井
県
史
研
究
』

十
一
号
、一
九
九
三
年
）。
②『
第
37
回
企
画
展　

沼
田
藩
―
土
岐
時
代
の
歴
史
と
文
化
―
』

（
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
〇
年
）。
ま
た
鯖
江
藩
主
間
部
詮
言
の
事
績
に
つ
い

て
は
、
註
３
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

（
３
）『
鯖
江
藩
寺
社
改
帳
』（
竹
内
信
夫
編
、
鯖
江
藩
政
史
研
究
会
、
一
九
七
四
年
）。

（
４
）
旧
今
立
町
は
六
つ
の
地
区
か
ら
な
り
、
野
岡
は
南
中
津
山
地
区
（
中
山
郷
地
区
と
も

い
う
）
に
含
ま
れ
る
（『
今
立
町
誌
』
今
立
町
、
一
九
八
二
年
）。


